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O z a w a  H a r u k o

新潟国際情報大学情報文化学部情報文化学科では､ 本学が関学して7 年目を迎えた 2 0 0 0 年度以降に入学し

た学生を対象に, 新 しい かノキ ュ ラム を適用して いる｡ 本稿においては､ 従来のカリキ ュ ラ ム の問題点を指摘す

ることにより
､ 新 しい カリキ ュ ラ ム の特色を明らかにする｡ また新カリキ ュ ラム の柱の

一

つ である派遣留学制度

の内容を詳述すること によ っ て ､
カリキ ュ ラム改革の意義と特色を提示する｡
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はじめに

新潟国際情報大学では､ 1 9 9 4 年4 月の 関学以来､

情報社会を先導し, 国
･ 地域 ･ 人間の文化を尊重しつ

つ
, 国や 地域を超えて人類の福祉向上に貢献する人材

の育成をめざして ､ 教育を行 っ て い る｡ 特に情報文化

学科の教育目標は つ ぎの点にある｡ 第1 に, 東北 アジ

ア ( ロ シ ア
･

中国
･

韓国朝鮮) や アメリ
.
カ を含むアジ

ア太平洋地域をはじめとする世界 へ の 理解を深めるこ

とである｡ 第 2 に , 国際社会や地球全体の諸問題に対

する深い関心 をも っ て積極的に国際社会に参加できる

人材を育成することである｡ 以上の ような教育目漂の

実現に向けて､ 情報文化学科におい ては議論を績み重

ね ､ カリ キ ュ ラム改革の実施に向けて努力を行 っ て き

た｡ 本稿にお い て は､ 新潟国際情報大学情報文化学部

情報文化学科におけるカリキ ュ ラ ム改革の特色に つ い

て
,
カリ キ ュ ラム の重要な柱の

一 つ である派遣留学制

度を中心に､ 明らかにしていきたい ｡

カリ キ ュ ラム改革の必要性

情報文化学科のカリキ ュ ラム は, 黄義科目, 地域言

語, ゼミ ナ
ー ル (演習) の三 つ の柱によ っ て構成され

てい る｡ そ のうち講義科目は､ 国際研究, 日本研究,

地域研究の 3 分野から成り, 地域言語としては､ 英語,

ロ シ ア語, 中国語､ 韓国語のうちいずれかを学生は選

択して履修することを義務づけられてい る(選択必修) ｡

関学年次である1 9 9 4 年度から 9 9 年度までに入学

した学生の かノキ ュ ラ ム ( 以下, 旧 かノキ ュ ラム) に

は以下の特色がみられ る｡

第1 に, 学生は選択した地域言語と関連する地域研

究の科目を必ず履修しなければならない ｡ た とえば中

国語を選択した学生は中国関連の科目 (現代中国論､

中国文化論など) を各年次ごとに履修することによ っ

て
, 言語のみならず中国の歴史や文化, 日本と の関係

などを体系的に学ぶ ことが可能になる｡ 他の言語を選

択した学生に つ い ても同様の ことが言える｡ 第2 に､

外国語教育の特色として
, 英語が必修ではなか っ た こ

とがあげられ る｡ 学生は英語も含めて4 言語のうちの

いずれかを選択するため, 中国語, 韓国語, ロ シ ア語
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を選択した学生は英語を履修することはなく､ 逆 に､

英語を選択した学生が他の地域言語に触れ る機会も事

実上全くなか っ た といえよう｡ 第3 に､ 少人数教育を

重視するという観点から､ 1 年次から4 年次までのゼ

ミを必修与したことである｡ 学生は教員が提示したテ

ー マ の中から最も自分自身の関心に合っ た内容を自ら

選択して ､ 各年次ごとにゼミナ ー ルを受講し､ 四年次

には卒業研究を提出する｡ この点は, 関学当初からの

情報文化学科におけるカリキ ュ ラム の重要な特色であ

っ た とい える｡

以上のような旧カリキ ュ ラム の内容をどのように評

価すべきであろうか｡ 旧 かノキ ュ ラム の何を踏襲し,

何 を改めなければならない の か｡ 特 に少子化時代を迎

えて本学, 本学科が生き残るために果たして何が必要

か｡ 開学から4 年が経過し5 年目をむかえた1 9 9 8

年度は, 大学, また学部, 学科の将来のあり方をめぐ

っ て ､ 昼夜を問わず連日の ように激しい議論が教員間

で繰り広げられた年であ っ た｡ 特に情報文化学科にお

い て年齢が比較的若い教員の間で献身的な作業と長時

間にわたる議論が棲み重ねられた結果､ 2 0 0 0 年度

以降入学 した学生を対象に新しいカリキ ュ ラ ム (新カ

リキ ュ ラ ム) が完成した｡ その特色は以下の ようであ

る｡

第1 に ､ C E P (C o m m un i c a ti v e E n gl i sh P r o g r a m )

を導入し､ 1 年次におい て英語を必修とした ことであ

る｡ 旧カリキ ュ ラム の問題点の
一 つ は, 外国語教育の

中で英語が地域言語の
一

つ と して置かれたの みであり､

中国語､ 韓国語, ロ シ ア語を選択した学生が 4 年間の

大学教育を通じて英語に触れる戟会を持たずに卒業し

て いく こ とであ っ た｡ また英語を選択した学生にと っ

ても､ アメ リカ研究のための英語なの か､ あるい は国

際交流の手軽としての英語なのか , 英語教育の性格が

はなはだ中途半端であるという不満があ っ た｡ 新 しく

導入された C E P は , コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン手段として

の国際英語を学ぶことによ っ て, 学生が国際交流の基

礎力を養うとともに､ 英語との出会い の機会をも つ こ

とを目的としてい る｡ そ の特色は英語を母語とする教

員による生きた英語の授業であり､ さらに徹底した小

人数教育であることといえよう｡ 学生は C E P を1 年

次にお いて毎日受講することにより, ･アメ リカやイギ

リ ス の文化研究とは異な っ た, 生きた英語を身に つ け

る ことが可能となるのである｡

新カリキ ュ ラ ム の特色の第2 は､ 派遣留学制度であ

る｡ これ に つ い ては本稿の後半で詳述するので, こ こ

で は導入にいた っ た経緯とそ の趣旨を明らかにしてお

きたい｡ 先ほども述べたように, 旧 カリキ ュ ラム にお

いて学生は地域言語を選択すると同時に, 特定地域の

歴史や文化などにつ いて の講義科目を履修し､ 地域に

つ い て の体系的な理解を深める ことができるように考

慮されていた｡ しかし, 1 年次の後期に地域言語を選

択して四年次の終わりまでそれを受講しても､ 外国語

の能力向上にはおのずから限界がある｡ また地域の歴

史や文化に つ いての理解も決して十分なものではない ｡

そ こで ,
ロ シ ア ､ 中国, 韓国, アメ リカ へ の派遣留学

制度を2 年後期のカリキ ュ ラム の 中に組み込み, 希望

する学生は半年 ( 4 ヶ 月) 留学して4 年間で卒業でき

ることとした｡ その ねらい は, 当該国に
一

定期間生活

しながら学ぶ こと によ っ て ､ そ の 国の 言語能力を向上

させると共に､ 異文化理解を深め国際交流の重要性を

体験的に学ぶことである｡

新 か) キ ュ ラム の特色の第3 は､ ゼ ミナ
ー

ル を4 年

間必修として学習その他の大学生括の 中心として位置

付けて いる ことである｡ すなわち学生の自主的な学習

態度が求められる少人数の討論形式の授業を特に重視

し､ 学生は自分の問題関心 (課題) に応じたゼミを選

択し､ ゼ ミ教員の冶導の下に学習と研究をふかめて い

く｡ こ の点に つ い ては, 旧カ リキ ュ ラム の やり方を基

本的に踏襲したと いえよう｡

3 派遣留学制度の導入

次に､ 情報文化学科におけるカリキ ュ ラム の柱の
一

つ である派遣留学制度に つ い て詳しく述べ てみたい ｡

制度を実施する前提として重要なことは, 新潟国際情

報大学が中国+ ロ シ ア, アメ リカ, 韓国の各大学と交

流協定を締結した ことである｡ 本学では関学以来, 国

際交流委員会などにおいて上記各国の大学と交流を行

う必要性に つ いて, 検討を積み重ねてきた｡ 情報文化

学科において派遣留学制度の導入を決定した ことによ

っ て
､ 本学と各国の大学との交流協定締結に向けたプ
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ロ セ スが加速されることになっ た｡ すなわち本学情報

文化学科からまず定期的に学生を派遣し, 各国の大学

で学習させることを出発点として各大学と本学との交

流を徐 々 に拡大して いくという方向性につ い て本学と

当該各国の大学の間で合意されたのである｡ こ の よう

に情報文化学科のカリキ ュ ラム改革は, 本学および本

学部全体の国際交流の活性化と連動している点に, 特

に留意する必要があろう｡

それではい っ ､ どの ような大学, 学部と交流協定を

調印したのか｡ 新潟国際情報大学情報文化学部は､ 2

0 0 0 年4 月の北京師範大学歴史学部(中国､ 北京市)

を皮切りに､ 2 0 0 1 年1 月たは ノ ー

ス ウ ェ ス ト ミ

ズ ー リ州立大学芸術科学学部 ( ア メ リカ, メ リ
ー ヴ ィ

ル市) と､ さ らに2 0 0 1 年4 月にはキ ョ ン ヒ大学国

際教育院 (韓国､ ソ ウル市) と交流協定の調印を行 っ

た｡ ま た2 0 0 0 年1 1 月 には極東国立総合大学 ( ロ

シ ア ､ ウ ラジオ ス トク市) と大学間レ ベ ル の交流協定

を締結した｡ 交沈協定締結の相手先を選定す るにあた

っ て は
, 特に次の点が留意された｡ 第1 に､ 本学学生

が 一

定期間滞在して生活し+ 学習するという観点から､

治安が良好であることが何より重要な点である｡ 第 2

に､ 留学生の受け入れと外国人に対する教育におい て

長年にわたる豊かな経験と蓄積があることが求められ

る｡ 加えて第3 に､ 本学の派遣留学制度に対する理解

がある こと､ また新潟との交流の蓄費があることなど

も相手先の大学を選ぶ上で重要なポイ ン トの
一

つ であ

っ た｡ 上記4 大学は こうした条件を十分に満たして い

るとい えよう｡

と こ ろで派遣留学制度の基本は､ 学生が留学先で取

得した科目を本学における単位として認定し, 学生が

4 年間で無理なく卒業できることにある｡ もう少し具

体的にみてみよう｡ たとえば極東国立総合大学で履修,

単位修得した科目は, 本学に留学科目と して設置され

た ｢ 留学 ロ シ ア語1
- 4 + ｢留学ロ シ ア特論1 + ｢ 留学

ロ シ ア特論 2 + ｢現代 ロ シ ア研究(留学)+ ｢ 現代ロ シ ア

事情 (留学)+ ｢ ロ シ ア の文化と歴史 (留学)+ ｢ ロ シ ア

研究ゼミナ ー ル ( 留学)+ に振り替えて本学における単

位として認定される｡ 逆に いえば ,
相手先の大学に本

学のカリキ ュ ラ ム の趣旨に合 っ た科目の開講を依頼す

るという方式をと っ て い るのである｡

学生は 1 年の入学時に制度の概要に つ いての説明を

受け, また留学参加学生の体験談などを聞く機会があ

る｡ 1 年次の前期が終わるときにそれぞれが英語, ロ

シ ア語､ 中国語, 韓国語の中から学ぶ ベき地域言語の

選択を行う｡ 後期にはい ると各言語の学習が始まり,

同時に派遣留学に つ いてのガイダン スが数回行われる｡

後期の終わり ( 1 月末- 2 月初め) には､ 面接等を経

てアメ リカ ･ コ ー ス に参加する学生が決定され, 2 年

次には い り, 4 月初めから 5 月 の 連休明けには ロ シ

ア ･

中国
･

韓国コ
ー

ス に参加する学生が決定する｡ 参

加学生には出発までの数 ヶ月間, 約十回程度行われる

各 コ ー

ス の事前研修に参加することが義務づけられて

い る｡ なお現段階では､ ア メ リカ ･ コ ー

ス の みは夏季

休暇中約5 週間の留学を実施して い る｡ ア メ リカ ･ コ

ー ス の今後のやり方に つ いては, 検討すべき今後の課

題での
一

つ あるといえよう.

4 派遣留学制度の実施

1 ) 2 0 0 0 年度

新カリキ ュ ラム の初年度にあたる2 0 0 0 年度にお

いて
､ 中国コ

ー

ス の み第1 回目の派遣留学が行われた｡

すで に述べたように, 2 0 0 0 年4 月, 本学情報文化

学部と北京師範大学歴史学部は交流協定を締結した｡

そ こで最も準備の先行してい た中国 コ ー

ス に つ い て パ

イ ロ ッ ト ･ コ ー ス と して派遣留学を実施したのであるo

なお2 0 0 0 年度に つ い ては､ 新カリキ ュ ラム実施の

第1 年日にあたるため ､ 2 年次の学生には旧カリキ ュ

ラム が適用される｡ しか し､ 本プ ロ グラム の意義に鑑

みて, 旧 カリキ ュ ラム の学生が北京師範大学で履修す

る科目を本学で取得する単位として認定することとし

た｡ また 3 年次､ 4 年次の学生に つ い ても参加を認め

ることとしたのである｡ 要するに, 新カリキ ュ ラム の

施行に先立ち, 派遣留学の実施に踏み切 っ たといえよ
'
■

つ ｡

パ イ ロ ッ ト ･ コ ー

スの実現にあた っ て は, 解決すべ

き様 々 な問題があ っ た｡ 第1 にどのような授業内容と

科目の開講を先方に依頼するかをめぐ っ て , 学科内部

で詳細な議論を行い相手側と交渉しなければならなか

っ た｡ 第2 にご 旧カリキ ュ ラム対象の学生が派遣先大

学で取得した単位の認定をめぐ っ て
, 長時間におよぶ

- 2 5 5 -



談論と作業が行われた｡ 第3 に, 第1 回目のプロ グラ

ムであるということによ っ て ､ 派遣先における学生の

危機管理問題をめ ぐっ ては､ 特 に綿密な対応が必要で

あっ た｡ こ のようないわば手探りの仕事を通じてよう

やくプロ グラム は実現にこぎつ けたといえる｡ そ して

北京師範大学の側が終始協力的な姿勢で本学との交渉

に臨んだ ことは､ プ ロ グラム の成功の上で欠かすこと

ので きない要因であ っ た｡

2 0 0 0 年9 月1 9 日 ､ 成 田空港を出発した総勢3

0 名の学生達は, 年が明けて2 0 0 1 年1 月2 7 日 ,

帰国の途に就くまでほぼ4 ヶ月間の 留学生括を体験し

た｡ 参加した学生たちの多くが海外に出かけること自

体が初めての体験であり､ 不安と期待に満ちた 4 ヶ月

間であっ たといえよう｡ 北京師範大学にお いて, 学生

は中国語の授業と社会 ･ 文化関連の軽業 (講義と学外

学習) を受講した｡ 日本で の生活では考えられない ほ

ど､ 予習 ･ 復習を熱心 に行い , 出発して 2 ヶ月も経 っ

と, 中国語による講義の聞き取りもかなりできるよう

にな っ た｡ 学生たちの言語能力における上達の速さは,

先方の教員も驚くほどであ っ た という｡ 参加学生は北

京師範大学の留学生寮に宿泊して生活し, 先方の大学

では日本語のできる班主任が学生達の指導と生活面で

の相談にあた っ た｡ また班主任は週に1 度, 学生の生

活態度や学習面での進捗状況をメ
ー ル に よ っ て本学に

伝えてきた｡ さら に本学学生と北京師範大学学生との

交流の場も何度か設定された のである｡ こ うして パイ

ロ ッ ト ･ コ ー ス として行われた本学初めての派遣留学

は､ 無事にか つ 成功裡に終わ っ たの である｡

2 ) 2 0 0 1 年度

中国コ
ー ス の経験を踏まえ､ 2 0 0 1 年度からは い

よ い よア メ リカ
､ 韓国, 中国, ロ シ アの 4 つ の コ

ー ス

に よる本格的な派遣留学が実施され ることにな っ た｡

2 0 0 1 年度は新 かノキ ュ ラ ム の 2 年目にあたるため,

対象となる学生は主として2 年次生である｡ ただ し同

年度に つ い ても3 年次､ 4 年次生の参加を各 コ
ー

ス と

も認める こととした｡ また開幕科目の内容や学生の生

活面での指導など, 前年度の中国の事例を参考に検討

が進められた｡ こ の ように､ アメ リカ､ 韓国, ロ シ ア

の 各 コ ー ス の準備を進める上で , 前年度の パイ ロ ッ

ト ･ コ ー ス の 経験が有用であ っ た こ とに つ いては言う

をまたない｡ しか し, 3 つ の国の文化や生活習慣はそ

れぞれ中国とは大きく異なっ て い る｡ また4 つ の言語

を履修してい る学生数も
ー

様ではない｡ さらにアメリ

カ ･ コ ー

ス に つ いては
, 他の コ

ー

ス とは違 っ て夏季休

暇中のプ ロ グラムであるという点にも考慮すべき問題

があ っ た｡ こ の ように4 つ の コ
ー

ス の 内容を検討し､

奨現に向けた作業を進めてい く上で , 本学の教職員自

身が異文化理解を深める体験をしたといえよう｡

各 コ
ー

スの概要を簡単に記しておこう｡ アメリカ ･

コ ー

ス の留学期間は2 0 0 1 年8 月 6 日から9 月9 日

までで ､ 合計1 7 名の学生が参加した｡ 韓国 コ ー ス は

2 0 0 1 年8 月 3 0 日 か ら1 2 月 3 0 日までで､ 1 2

名が参加｡ 中国コ ー ス は2 0 0 1 年9 月 4 日から 2 0

0 2 年1 月8 日 までで ,
1 5 名が参加｡ 最後にロ シ ア ･

コ ー

ス は 2 0 0 1 年9 月1 6 日 から 2 0 0 2 年1 月1

3 日までで､ 6 名の学生が参加した｡ 幸い にして各 コ

ー

ス と も特に事故も事件もなく, それ ぞれ無事全点が

帰国した｡ 中国 コ
ー

ス は前年度の内容をさらに深化さ

せ､ また他の 3 コ
ー

ス におい ても大きな成果を挙げる

ことができたo 各 コ ー ス の 詳細に立ち入る余裕はない

の で
,
こ こで は帰国後に参加学生が しるした文章の中

から
, 派遣留学の

一

端を垣間見ておきた いo

｢私は刑務所跡歴史館で､ すべ ての韓国人に対して

後ろめたい気持ちを持 っ て見学していた｡ 日本の して

いた ことは知 っ て い た つ もりだ っ たが､ 実際に見ると

では感じ方が違っ たのである｡ - - 一 奇麗事抜

きで, なぜ か私は謝りたい気分だ っ た｡ 韓国人が日本

人 に反日感情を持 つ こ とは当然だと思い ながら見学し

てい たら, 小学生の団体に 一

斉に日本語で話し掛けら

れた｡ 自分達の知 っ て い る限り の日本語を使 っ て い る

ようだ っ た｡ すごく妙な気分だ っ た｡ 日本人が韓国人

を投獄し､ 拷問した跡地で韓国人の子供達が日本人に

笑顔で話し掛けてくるの である｡ 想像して いた韓国と,

思いもよらなか っ た韓国を
一

気に体験した 一

日だ っ た

( 韓国 コ
ー ス)+ .

｢世界にはい ろんな人が いて, い ろんな感じ方があ

っ て, 考え方や表現の仕方がある､ という ことを改め

て感じた｡ 国が違うことで , その違い を感じる ことも

あ っ た｡ しか し, 日本という中であ っ て も存在して い

る ことだ｡ 言葉が通じないのに, 伝えたい こ とが伝わ
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る｡ 言葉が通じるのに, 伝えたい こ とが伝わらない｡

そ んなことが多か っ た｡ すごく不思議である｡ 言葉が

通じない人と向き合う時でも､ 習慣が違うことに戸惑

っ た りする ことはあるが､ なぜか通じるのだ｡ 話せな

い 分､ 何かを必死に出してい たの だろうか ( ロ シ ア
･

コ ー

ス)+ 0

こ れまで の成果と今後の課題

情報文化学科の カリキ ュ ラム改革は 2 0 0 2 年度で

3 年目を迎え, 中国は3 回目､ アメリカ, 韓国, ロ シ

アの各 コ ー ス は2 回目の派遣留学を現在実施している

最中である｡ 本年度からは 2 年次生のみ を対象に本プ

ロ グラ ム を実施し､ ア メ リ カ1 2 名､ 韓国9 名､ 中国

1 7 名, ロ シ ア 3 名の学生達が派遣留学に参加した｡

すでに述 べ た こ とからも明らかなように, この プロ グ

ラ ムはこれまで多くの成果を挙げてきた｡ 第1 に, 参

加学生の 語学能力の著しい 向上である｡ 出発直後は挨

拶に毛がはえた程度の会話力しかなか っ た学生達が2

ケ月も経 つ と, そ れぞれの言語による講義の内容を理

解 し始めるようになる｡ 第2 に学生自身も記してい る

ように
､
それ ぞれ の 国や地域の 歴史や文化に つ い て関

心と理解を深めるようにな っ た｡ そ して第3 に, 参加

した学生達が国際交流の セ ン スを身に つ けて帰国する

こと である｡ 参加学生の多くが ,
2 0 0 2 年 6 月 に開

催されたサ ッ カ
ー ･

ワ
ー ル ド ･ カ ッ プ におい て､ ボラ

ン ティアと して活躍した ことに ひと こと言及 の必要が

あろう｡ そ れぞれ の国や地域に短期間であっ ても滞在

し生活した学生達が, 心の掛け橋とな っ て地域間､ 国

家間を結ぶ役割を果たす日も, そう遠くない であろう｡

派遣留学実施にあた っ て は, 本学､ 本学部と交流協

定を結んだ相手先大学の其撃で協力的な姿勢にまず感

謝しなければならない ｡ 相手先大学の骨身を惜しまな

い協力がなければ ､ こ のプ ロ グラムを実現することは

できなか っ た｡ さらに本学でアメリカ､ 韓国, 中国,

ロ シ ア に国籍を有する4 名の教員の昼夜にわたる献身

的な努力があ っ て初めて実現にこぎつ けたものであっ

た こ とにも言及する必要があろう｡ すなわち派遣留学

制度は, 本学スタ ッ フ の異文化理解と国際交流の歴史

で もある｡ 今後はこ の交流をも っ と充実させ ､
教員間

の定期的交流など双方向の交流の実現に向けて努力す

る必要があろう｡
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